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平成18年度経済産業省新連携事業に認定
　
平成８年に悪臭防止法が改正され、悪臭の発生源である

事業者に対し、市町村は改善勧告・改善命令を行うこと

ができるようになり、罰則規定も設けられた。農業県で

あり、牛舎、豚舎、鶏舎などの臭いにも比較的おおらか

だった岩手県内でも、環境保全や悪臭防止行政における

臭気対策などの観点から、臭気低減への取り組みが進め

られている。

　このような社会的要請を受け、釜石市の釜石電機製作

所はこのほど、消臭・脱臭・抗菌効果を高める新技術・

新製品を開発した。これは昭和24年の創業以来、同社

が培ってきた「溶射法」の技術を活用した「酸化チタン

をコーティングした光触媒消臭抗菌装置」。画期的なこの

技術を生かした「光触媒式畜舎空気浄化システム」は平

成18年度経済産業省新連携事業に認定された。

　同社の佐藤一彦社長は「現在は酪農農家、豚舎、鶏舎、

動物病院、養護老人の在宅住宅などに試験設置しながら、

成果・効果のデータ取りを継続しているところです。モ

ニターの結果は予想以上の効果がでています」と、商品化・

事業化への自信を深めている。

　ところで酸化チタンとはどのようなもので、光触媒によ

ってどんな効果を発揮するのだろうか。チタンは自然界

にある金紅石・チタン鉄鋼などに含まれる銀白色の金属。

これが酸化した「酸化チタン＝二酸化チタン（TiO2）」は、

人体に影響がないと考えられ、その粉末は白色顔料とし

て化粧品や塗料・絵の具などに使用され、ホワイトチョ

コレートなど食品の着色料などにも利用されているとい

う。しかも紫外線があたると、大腸菌を殺したり、ホルム

アルデヒドなどを分解し、脱臭や防カビなどの抗菌効果

を発揮する「光触媒効果」があることが分かった。これは、

空気中の臭いの成分（有機物）を無害の二酸化炭素と水

に分解してしまうという機能で、昭和42年に東京大学の

藤島昭教授（当時）らに発見された。

　「溶射」で酸化チタンの機能を
　100％引き出す

釜石電機製作所が、この酸化チタンの光触媒技術に取り

組んだのは平成11年のことだった。当時のいきさつを、佐藤

社長は次のように話す。

「弊社はそもそも、新日鉄釜石製鉄所さんや日鉄鉱業釜石

工業所さんの協力会社として回転機関係のメンテや整備など

を主力としていましたが、新しい展開を模索しているときに、当

時岩手県工業技術センター参与の大森明先生（現大阪大

学名誉教授）から『酸化チタンの光触媒をやってみたら』と
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壁・木材・プラスチック等）の表面に噴射衝突させて、被膜

を形成するコーティング（表面処理）技術の一種である。実は、

溶射は同社の得意技術であった。新日鉄釜石製鉄所の協力

会社時代、回転機器のシャフトなどの磨耗を防いだり寿命を

引き延ばすための基本的な技術だった。同社はこの得意技術

を使って、酸化チタンを、ステンレス材等の金属材料やＦＲＰ

材（強化プラスチック）などにもコーティングする技術を県工

業技術センターと共に開発、特許申請を行ったのである（＝

溶射法による二酸化チタンの固定化技術の確立）。

佐藤社長はこの間、光触媒の研究を進める一方で、いわて

産業振興センターの総合相談窓口を通じ、「経営革新」の担

当者を紹介され、アドバイスを得ながら平成１５年に「中小企

業経営革新支援」の承認を得た。佐藤社長は、「気軽に相

談できるといっても、最初は、敷居が高いのではないかというイ

メージがありました。しかし、光触媒をなんとかしていきたいと

いう気持ちを話すと、親身になって話を聞いてくれ、こういうこと

もあるよと、いろいろアイデアや情報を提供してくれ、モニター

になってくれる人も紹介していただきました」と振り返る。

現在、同社はいわて産業振興センターの担当者と共に「光

触媒フィルター」「光触媒コーティング板」を活用した商品開発、

販売価格、販路拡大、宣伝等の戦略作業を進めている。

すすめられたのです。」　

佐藤社長は最初、酸化チタンも光触媒も知らなかったが、

勉強をすすめていくうちに将来的にますます社会的ニーズが高

まっていく技術だと確信を抱いた。さらにリサーチを続けていくと、

たしかにデータ的には、素晴らしい機能を持っているが、意外

にも先行メーカーの製品の中には必ずしも「あぁ、光触媒か」

という程度のあまりいい評価を得ていないものが多かった。佐

藤社長は不思議に思い、その理由を調べてみると、酸化チタ

ンの機能を最大限に発揮する技術が確立されていないことが

分かった。

「他社さんの製品の中には、酸化チタンを溶剤などで基材

にコーティングしているものが多かった。これでは、酸化チタ

ンが溶剤などに埋もれてしまい、チタンの一部分しか表面にあ

らわれない。そのため効果が十分に発揮されないわけです。」

「溶射」の技術で酸化チタンの機能を100パーセント発揮

する方法を、岩手県工業技術センターの担当者と共にさまざ

まな実験を繰り返し試行錯誤の末、特許取得に至った。

いわて産業振興センターの助言で道をひらく

溶射とは、コーティング材料（金属・セラミック・プラスチック等）

を加熱して溶融・軟化させて微粒子にし、被膜対象物（鉄材・

酪農農家に設置された装置。従来、子牛は自分の排泄物による高い臭気（アンモニア臭等）や細菌感染などに
より体調を崩したり、病気になったりすることも多かったが、新鮮な空気の循環を促すこの装置の設置以来、
健康に発育するようになった。 同農家では通常生後２カ月で６５～７０kgに成長していたが、装置設置以来
１カ月強で同体重に達した。さらには受精卵の着床率も、従来の４～６割程度が１０割に達した

装置の中には、写真のような光触媒フィルター・プ
レートが入っている。ファンを使って臭気にあてる
ことによって効果を発揮する。抗菌機能もあるので
食品製造業での利用も期待される

光触媒特性に優れたTi02（アナターゼ型）
溶射加工の様子

従来の技術では、酸化チタンが溶剤（バインダー）に埋もれてしまっていたが（図右）、釜石
電機製作所が開発した溶射法により酸化チタンコーティングでは、酸化チタンが基材の表面
にすべて露出しているので効果が高い
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〈開発した技術の特徴〉 〈従来の技術の特徴〉
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